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三三月月尽尽・・岩岩木木嶺嶺　　　　津津軽軽のの象象徴徴ででももああるる岩岩木木山山（（標標高高11,,662255㍍㍍））はは津津軽軽富富士士とともも呼呼ばばれれ，，そそ

のの端端正正なな姿姿はは見見事事ななままででにに美美ししいい。。ままたた，，弘弘前前市市内内のの随随所所にに「「大大ききなな岩岩

木木山山」」ががああるる。。住住むむ人人たたちちのの生生活活ののににおおいいががしし，，得得難難くく，，かかけけががええののなな

いい風風景景ががそそここににははああるる。。四四季季折折々々，，朝朝なな夕夕ななにに仰仰ぎぎ見見るる我我ららがが「「おお山山」」

ははほほかかにに比比ぶぶべべくくももなないい。。（（弘弘前前市市のの下下町町かからら西西方方にに岩岩木木山山をを望望むむ。。））
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弘前大学並びに文部科学省永年勤続者表彰

～永年の功績を称える～

　平成１６年３月３１日をもって退職される方々に対する弘前大学永年勤続者表彰式並びに文部
科学省永年勤続者表彰状伝達式が，３月２５日（木）に創立５０周年記念会館みちのくホールにお
いて，部局長等の列席の下に執り行われました。
　式典では，遠藤学長から永年にわたり職務に精励されたその功績を称えて，表彰状と記念品が
贈られました。
　また，受彰者を代表して医学部教授 大串靖子氏から，感慨を込めた謝辞が述べられました。
　今回，表彰を受けられた方々は次のとおりです。

弘前大学永年勤続者（３７名）
　総 務 部　　丹　藤　淳　一
　人文学部　　山　谷　昼　明
　教育学部　　渡　邊　一　夫　　早　川　三野雄　　志　村　　　元　　福　士　貞　夫
　　　　　　　佐　藤　武智夫　　葛　西　　　修　　渋　谷　澄　江
　医 学 部　　鈴　木　唯　司　　松　木　明　知　　大　串　靖　子　　木　村　紀　美
　　　　　　　佐　藤　　　征　　小田桐　ミツヱ　　寺　内　喜美子　　鳴　海　弘　子
　　　　　　　川　村　継　男
　理工学部　　佐　藤　　　孜　　三　上　重太郎

　農学生命
科 学 部

　　卜　藏　建　治　　安　藤　喜　一　　河　井　聖　司　　舩　澤　陸　郎
　　　　　　　桑　田　　　昼　　奈良岡　耕　子

　医 学 部
附属病院

　　大　瀧　千代子　　山　口　敏　子　　坂　岡　のり子　　五十嵐　ハ　ギ
　　　　　　　岩　谷　佳世子　　坂　本　イクヨ　　成　田　惠　子　　山　形　紀美子
　　　　　　　田　中　くに子　　小笠原　靖　子　　長　内　節　子

文部科学省永年勤続者（１名）
　人文学部　　山　谷　昼　明
　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

遠藤学長，三國事務局長を囲んでの記念撮影

式典風景
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　真冬には雪を冠って峻厳な姿の岩木山も，今日は角
がとれて穏やかな姿に変わりました。津軽に遅い春の
到来です。そして，この春到来の今日，平成１５年度の
卒業式場に弘前大学を勇躍卒業する皆さんを迎えるこ
とは，本学の教職員にとって無上の喜びであります。
卒業生の皆さん，ご卒業おめでとうございます。皆さ
んの華やいだ表情から，皆さんの喜びが伝わってきま
す。また，皆さんを陰ながら支えてこられたご家族や
ご関係の方々にも祝意を表します。また，皆さんをこ
の卒業式の日まで導いてこられた指導教官及び職員各
位にも敬意を表します。
　そして，私共教職員は，この卒業式を一つの特別な
感慨をもって臨んでおります。言うまでもなく，あと
９日をもって国立大学としての弘前大学は，昭和２４年
新制の弘前大学として創立以来５５年の歴史を閉じ，こ
の４月１日より設置形態を変えて，国立大学法人弘前
大学となります。したがいまして，皆さんは国立の弘
前大学の最後の卒業生となります。おそらく，皆さん
は自分達が国立大学としての最後の卒業生であったこ
とを，生涯折に触れて思い起こすことでしょう。
　この国立大学最後の卒業生の皆さんに，これまでの
弘前大学の歴史の一端に触れて，そしてこれからの国
立大学法人化後の弘前大学の進む方向について述べた
いと思います。これにより，これから社会に出て活躍
する皆さんの母校・弘前大学に対するよりどころの一
つにしていただきたいと思います。このため，創設期
の本学に深く関わったある人物をご紹介します。その
方は，ブランド・青森りんごの形成に深く関わった方
で，また本学の農学生命科学部の前身である農学部の
創設に力を注いだ「島善鄰」先生です。島善鄰先生の
「島」は海に浮かぶ島の「島」，善鄰の「善」は善悪の
「善」，そして「鄰」は隣近所の隣の正字で，こざと偏
をおおざと旁に書き換えた字です。
　この島先生のお話をする前に，青森県のりんごのこ
とについて触れておきます。明治初年に全国一斉にり
んごの試作が始まりましたが，りんごが寒冷地に適す

ることから，明治の末期には早くも青森県は日本一の
産地となっていました。ここに至るまでの間は，気象，
肥料，枝の剪定等，様々な試行錯誤を繰り返しながら
進んできたことは言うまでもありません。
　しかし，この後，より一層苦難な時代を迎えました。
特に，大正時代に入ってから津軽の地を襲った，りん
ごの葉が開花時期から早々と枯れてしまう，いわゆる
モニリア病や褐斑病が蔓延し，りんご栽培は壊滅的状
態となりました。
　この時，大正５年，西暦１９１６年，東北帝国大学農科
大学と称されていた現在の北海道大学農学部から，こ
の問題の解決のために派遣されてきたのが，大学卒業
後，助手になって間もない島善鄰先生でした。当時，
島先生は，今日卒業式を迎えた皆さんとそれほど年の
変わらない弱冠２６歳で，この難解な大問題のために単
身，この津軽に派遣されてきたのです。
　島先生は，明治２２年，岩手県花巻市の生まれで，盛
岡農学校，盛岡中学から仙台一中を経て，当時の東北
帝国大学農科大学を卒業し，同大学の助手になり，そ
の２年目に，りんご栽培が壊滅的状態にあった青森県
の青森県立農業試験場技師として赴任してきたので
す。時に大正５年，それ以来昭和２年までの１１年間，先
生の年で２６歳から３７歳までの間，この津軽でりんごと
苦闘したのでした。
　当時の津軽地方は，前述したモニリア病や褐斑病の
ため，りんごの生産は激減し，夏ともなるとすっかり
葉の落ちたりんごの木がリンゴ園に悄然と立ってお
り，りんご栽培農家の生活は困窮を極めていたと記録
されています。
　島先生は，その荒涼とした津軽地方を一人で自転車
でつぶさに見て回り，１年間の沈黙の後に，約１０万字
にも及ぶ「青森県苹果減収の原因及其救済策」と題す
る報告書を発表し，問題のモニリア病や褐斑病に対す
る対策の詳細を示しました。津軽のりんご栽培につい
て初めて学問的解析が加えられ，対策がたてられたこ
とになります。
　当時は青森県は一つといっても，南部と津軽の対立
は尚残っており，南部出身の島先生の御苦労も相当で
あったと思われます。しかし，驚くことに，南部出身
の弱冠２７歳のこの青年の提言に，津軽の大部分のりん
ご栽培関係者が耳を傾け，ついには官民あげての「り
んご栽培改善運動」が始まったのです。詳細は省きま
すが，以来，津軽の死活をかけた血みどろの戦が続き，
ついにモニリア病等の克服に成功し，今日のりんご王
国が誕生したのです。このりんご栽培法は，全国に知
れ渡り，青森や長野のりんご栽培農家から，島先生は
「りんごの父」と敬われるようになりました。この経
緯は，黒石市にある青森県りんご試験場の記念館にも
記されています。
　島先生は１１年間津軽で活躍した後，母校北海道大学
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弘前大学長　遠　藤　正　彦　
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に戻り，園芸学の教授，そして農学部長を経て，昭和
２５年，北海道大学学長に就任しました。
　その１年前の昭和２４年，新制の弘前大学が創立さ
れ，旧制弘前高等学校が文理学部に，青森師範学校が
教育学部に，青森医学専門学校と弘前医科大学が医学
部に，それぞれ発展的に統合されました。その後，こ
の文理学部の中に農学科増設の運動が起こり，文理学
部内に農学科が設置され，当時，北海道大学農学部長
だった島先生が，農学科の兼任教授となりました。昭
和２９年，島先生は北海道大学学長退官と同時に，弘前
大学文理学部の専任教授として移り，農学部の設置に
向けて奔走しました。
　この時，津軽のりんご生産者は，出荷するりんご箱
１個につき，１円ずつ証紙を貼って寄附を募り，数百
万円を拠出しました。青森県その他の団体等も拠出し，
約４,６００万円の基金をつくり，この基金で農学部設置
を後押しした他，全学の整備のためにも使われました。
約４,６００万円という金額は，今日の金額に換算しても
大変な金額になります。
　そして，農学部設置準備も本格化し，島先生は地元
青森県のりんご栽培農家の期待に応えて，この農学部
をりんごに特化した教育と研究を推進するための学部
にするために，あえて「りんご学部」の名称で文部省
と交渉しましたが，残念ながら認められませんでした。
しかし，昭和３０年，ついに農学部の設置が認められ，
本学の第４番目の学部として発足しました。島先生は
農学部完成の後，昭和３３年に弘前大学を退官され，北
海道に戻られました。「りんごの父」と敬われた島先生
は，昭和３９年，札幌で御逝去されました。
　私は学生時代の昭和３２・３３年に，弘前大学農学部教
授としての島先生から，ある会合でお話を伺ったこと
があります。大変におだやかながら歯切れの良い話し
方でしたが，圧倒されそうな芯の強さを感じたという
印象を持っております。
　島先生は生涯に亘って，りんごに関する多数の研究
論文や著書を表し，りんごに関する多数の研究者を育
て，また，りんご関係技術者を育てられました。そし
て，何よりも青森県にりんご栽培を定着させ，りんご
王国を築かれ，そして弘前大学に農学部を興したこと
は誠に大きな業績です。
　本学におけるりんごの研究は，その後，農学部そし
て農学生命科学部に留まらず全学的に展開され，世界
的研究や地元に役立つ様々な成果をあげてきました。
そのごく一部を紹介しますと以下のようになります。
　農学生命科学部は，藤崎町に藤崎農場を持ち，そこ
で多数のりんご試験栽培を行っていますが，この農場
で，りんごの新品種“弘大一号”が生まれ，また塩崎
雄之輔教授により，新品種“こうこう”が生み出され
ました。菊池卓郎名誉教授は，りんごの樹形と剪定技
術を集大成しました。原田幸雄教授は，島善鄰先生の
モニリア病研究を発展させ，モニリア病菌研究の集大
成をしました。宮入一夫教授らはりんごに寄生する
ウィルスから世界で初めての酵素，エンド・ポリガラ
クチュロナーゼを発見し，また奥野智旦教授らはリン
ゴ斑点落葉病菌の宿主特異的毒素を発見し，その構造
を解析しました。そして，時間の都合で省略しますが，
その他多くの教官によって，肥料，土壌，剪定，貯蔵
等に関して新しい発見や技術の開発が行われました。
また，りんごの国内や国際的流通や販売に関して農学

生命科学部の神田健策教授や人文学部の黄孝春助教授
の業績もあります。
　医学部からは，佐々木直亮名誉教授のりんごによる
高血圧・脳卒中の予防効果の立証，吉田豊名誉教授ら
のりんごファイバーによる大腸癌発生防止効果の解
明，武部和夫名誉教授らによるりんごファイバーによ
る動脈硬化防止効果の解明等がありました。また，産
業廃棄物としてのりんごのしぼり粕は，農学生命科学
部の豊川好司教授や村山成治助教授らにより，これを
牛の飼料とすることによって，「アップルビーフ」と名
付けられた大変おいしい牛肉の生産となりました。さ
らに，理工学部 森聰明教授のグループにより，りんご
しぼり粕から新エネルギーを創生する研究を生み，ま
た教育学部 加藤陽治教授のりんごの機能性成分の分
折等々，枚挙にいとまがなく，りんごは弘前大学全学
部にまたがる共通の研究テーマとなりました。
　私は，現在の本学のこのりんご研究の発展をみます
と，島先生が農学部ならぬ「りんご学部」にしようと
思われた意図がここにあったと思われます。これらの
本学のりんごに関わる研究業績は，正に産学官連携・
地域連携そのものであり，地元に密着した大学の姿で
あります。
　弘前大学は９日後，国立大学法人化されます。国立
大学法人化後の地方大学としての本学は，大学本来の
姿である人材養成としての教育と，学問発展としての
研究の他に，地元に密着し地元に支持される地域貢献
が必要で，法人化後の弘前大学の理念が，教育及び研
究と共に，地域貢献を明確に謳っているのはそのため
であります。
　このたび卒業される皆さんには，日常的に見てきた
りんごが，本学にとって如何に重要な意味をもってい
たかが理解されたと思います。
　国立大学法人化される弘前大学は，北東北に位置す
る地方大学として，その前途は極めて多難であります。
りんご１箱１円ずつ拠出した地元の方々の思いは，今
も変わらないものと思います。そのためにも，私たち
は全学をあげて地元の期待に応え，地元に貢献する大
学として，新しい展開を始めなければなりません。こ
れには卒業生の皆さんのひとりひとりのサポートも必
要です。同窓会や後援会を通じ，また課外活動・クラ
ブ活動の先輩として，ぜひこれからの国立大学法人化
された弘前大学に母校愛をもって，サポートされるよ
う強く希望します。
　最後に，本学で学び身につけた奥の深い教養と専門
的知識，そして課外活動で身につけた優れた体力と人
格を十分に発揮し，社会で大いに活躍されるよう祈念
して，お祝いの言葉とします。

平成１６年３月２３日　
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　本日，弘前大学大学院を修了し，修士または博士の

学位記を授与されました諸君に，心からお祝いを申し

上げます。そして，諸君の大学院での勉学を今日まで

支えてこられた諸君の御両親及び御家族の皆さんに心

からお祝いを申し上げます。

　本学が諸君に修士及び博士の学位記を授与するとい

うことは，高等教育機関としての本学が，社会に対し

て諸君の専門性のレベルと質を保障することであり，

また，本学の教育研究のレベルを内外に示すことにな

ります。したがいまして，諸君の指導に当たられた指

導教官は，相当心血を注いだものと思います。その指

導に当たられた指導教官に対して，心からの敬意を表

します。諸君は，今日，晴れて修士になり，博士にな

りました諸君は，今，本学が保障した専門性をもって，

社会で大いに活躍してほしいと願います。諸君，おめ

でとう。

　ところで諸君は一様に承知している通り，本学は９

日後の平成１６年４月１日，その設置形態を変えて，国

立大学法人弘前大学となります。したがって，実は，

諸君は国立の弘前大学として最後の大学院修了生とい

うことになります。国立大学法人化後の弘前大学は，

自主性・自律性を高め，地元に開かれた大学として，

より一層発展することを目標としていますので，諸君

は母校に対する誇りをもって活躍すると共に，母校愛

をもって，母校に対しても限りない支援することを念

願致します。

　これから社会に出て活躍する諸君は，一部の大学院

博士課程に進学する方を除いて，諸君はいずれにして

も，これから間違いなく組織・集団のリーダーとなっ

て活躍することになります。そのリーダーとしての心

構えの一端について触れ，諸君のこれからの参考にし

ていただきたいと思います。

　このために，本学のエネルギー研究の実状を述べ，

また社会のリーダーとしての諸君が，事あるごとに自

らアイデアを出すということの大切さ，そして，その

アイデアを誰よりも早く具体化するということの重要

性について述べたいと思います。

　まず諸君は，文京キャンパスの人文学部と理工学部

の間の市道の，理工学部正門の場所に，昨年から一つ

の工事が行われていたことに気付いていたことでしょ

う。あれは，理工学部 南條宏肇教授を代表とする理工

学部，農学生命科学部，教育学部の教官らのアイデア

の具体化による，地熱を利用した融雪システムです。

それ自体，南條教授らのオリジナルであります。その

アイデアの卓抜さが高く評価され，平成１５年度の弘前

大学の重点研究の一つに指定されました。完成後は実

用に供せられ，また様々な実験的観測データーも得ら

れることになっています。同時に国立大学法人化後の

弘前大学の研究における一つのシンボルタワーとなり

ます。

　この研究及びその実用化の重要な点は，次のような

理由によるものです。現在，人類は様々なエネルギー

形態を生活活動のために利用しています。電気を起こ

すという立場から言えば，水力発電，火力発電，原子

力発電が大部分を占めていますが，水力発電は水力発

電用ダム建設が限界状態にあり，火力発電は化石エネ

ルギーの将来的涸渇と地球温暖化のため発展は望め

ず，原子力発電も様々な理由からその設置は頭打ちと

なっています。

　そこで多くの研究者が，新しいエネルギー創出のた

めに，様々にアイデアを出し競っています。既に太陽

の熱と光，石炭・石油に代わる第３の埋蔵エネルギー，

風力，波力，地下熱，水素等々，様々なエネルギー源

の開発，利用，効率化等について，世界中で競争が行

われています。そして，これは IT産業と同じように，

特許を制するものが世界を制することになり，資源の

少ない我が国にとりましては，喫緊の重要課題であり

ます。
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平成１５年度弘前大学大学院修了式

告　　　　　辞

弘前大学長　遠　藤　正　彦　
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　そのような意味で南條教授らのアイデアとその実用

化は重要であり，他人より如何に早くアイデアを出し，

そして如何に早く実現させるのか，いわゆる「アイデ

ア勝負」が今我々に求められているところです。

　「アイデア勝負」をもう少し本学のエネルギー研究に

向けてみましょう。現在，世界的に海岸・海洋におけ

る波力による発電の研究が進んでいますが，先ほどの

南條教授，理工学部の伊藤昭彦教授らは，津軽海峡の

海流を発電エネルギーにしようと奇抜なアイデアで研

究に着手し，５年以内に実用化することを目標に，精

力的に研究を進めています。

　また，バイオマス，すなわち樹木の剪定により生じ

た木の枝やりんごの絞り粕等の生物系産業廃棄物の処

理が，地球環境問題の視点から重要課題となっており

ますが，このバイオマスからエネルギーを創出しよう

という研究の競争も激化を極めているところです。津

軽地方は日本一のりんごの産地ですが，落ちりんごや

りんごの絞り粕の処理に困っているところです。理工

学部 森　聰明教授らは，りんご絞り粕から多量の燃料

電池用水素を取り出す研究を進めています。

　農学生命科学部の武田　潔教授らは，このバイオマ

スを発酵させてからメタンを取り出す研究を進めてい

ます。また，農学生命科学部の澤田信一教授らと青山

正和教授らは，それぞれ独自に植物の光合成によるエ

ネルギー産生機構を，人為的にコントロールすること

により，そのエネルギーを利用する方法について研究

を進めております。

　これらは本学のエネルギー産出の研究の一部を紹介

したものですが，このエネルギーに関係している研究

者が多いことは，正にアイデア勝負の世界であること

を示しております。このことは，アイデア勝負が，如

何に他人のやらないこと，そして，気付いていないこ

とを，他人より如何に早く具体化するかにかかってい

ることであり，この勝敗は正に競争そのものでありま

す。

　このアイデア勝負は，何も理工学部の研究領域に

限ったものではなく，経営プラン策定や財政，行政等

あらゆる分野に共通のものであります。

　今，弘前大学は国立大学法人化へ向けて，様々な準

備を進めております。そこでは本学の管理運営システ

ムに対し，多くの教職員から様々なアイデアが寄せら

れ，それらを集大成し，新しい本学の機構・制度が策

定されてきました。国立大学法人化の進め方として，

全構成員から様々なアイデアを公募し，それを活用す

るというシステムは，本学が他大学に対して誇り得る

システムであります。

　諸君におきましても，これから社会にでて活躍する

中で，様々な場面でアイデアを出し，そのアイデアを

具体化することにより，その問題の解決になると同時

に，諸君の評価が高まることになります。諸君が，「他

人のやらないことを他人より早く」を合言葉に，自分

の専門性を生かし本領を発揮されるようになることを

念願します。

　終わりに臨み，本学で学び，身につけたものを十分

に生かし，健康に配慮してこの実社会で活躍するよう

念願し，諸君へのはなむけとします。

平成１６年３月２３日　
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平成１５年度弘前大学卒業式を挙行

　平成１５年度卒業式は，３月２３日（火）午前１０時から

弘前市民会館において，来賓，関係者出席の下，厳か

に行われました。

　始めに遠藤学長から学位記，卒業証書並びに修了証

書が各学部及び医療技術短期大学部のそれぞれの代表

の学生に手渡されました。

　引き続き学長告示，弘前大学学生歌の演奏が行われ，

最後に「ほたるの光」を出席者全員で斉唱し，卒業式

典を滞りなく終えました。

　この日は天候にも恵まれ，卒業，修了生の門出を祝

福しているようでした。

　式典終了後は，記念写真に収まるグループや後輩達

から胴上げの祝福を受けるグループなど，市民会館前

は，いつもながらの光景が繰り広げられました。

　また，大学院修了式は同日午後１時から創立５０周年

記念会館みちのくホールで，教育学部附属学校園の卒

業式は，小学校が３月１９日，中学校が３月１２日，養護

学校が３月１７日，幼稚園が３月１５日に各学校園におい

てそれぞれ執り行われました。

　今年度の卒業者の内訳は，次のとおりです。

○弘前大学

　学士学位記

　　人文学部 ３１５名

　　教育学部 ２４８名

　　理学部・理工学部 ２８６名

　　医学部 １００名

　　農学部・農学生命科学部 １８３名

　　　　　計 １,１３２名

○弘前大学医療技術短期大学部

　卒業証書

　　　　　　衛生技術学科 ２名

　　　　　　理学療法学科 ２名

　　　　　　　　 計 ４名

　修了証書　専攻科助産学特別専攻 １８名

　医療技術短期大学部計 ２２名

○弘前大学大学院

　修士学位記

　　人文社会科学研究科 １９名

　　教育学研究科 ４２名

　　理学研究科 ３名

　　理工学研究科 ７６名

　　農学研究科 １名

　　農学生命科学研究科 ５０名

　博士学位記

　　医学研究科 ４２名

　大学院　計                              　２３０名

○附属学校園

　小学校 １２７名

　中学校 １９７名

　養護学校 １６名

　幼稚園 ５５名

　　　　　計 ３９５名
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平成１５年度弘前大学外国人留学生

卒業・修了懇談会開催

　平成１５年度弘前大学外国人留学生卒業・修了懇談会

が，２月２０日（金），本学大学会館大集会室において，

外国人留学生，外国人研究者，チューター及び本学関係

教職員，学外関係者等約１５０名が出席して盛大に開催

されました。

　この懇談会は，本学に在籍中の外国人留学生，外国人

研究者並びに関係教職員等が一堂に会し，今年度の卒

業・修了留学生の門出を祝い，留学期間満了により本学

を離れる留学生を送るとともに，参加者の相互理解を

図り，留学，教育・研究情報等の交換により“弘前大学

から広がる国際交流の輪”をグローバルなものとする

ために開催しているものです。

　懇談会では，最初に遠藤学長から，出席者への謝辞と

ともに今年度限りで本学を離れる留学生への心暖まる

餞の挨拶がありました。

　続いて，各学部ごとに本学を去る留学生の紹介が

あった後，留学生代表から，日本語による本学での様々

な思い出や関係者への感謝のスピーチがありました。

また，長年にわたって献身的に留学生の支援活動を続

けている弘前市日中友好協会・石岡健治会長及び弘前

市桔梗野町会・中澤福治会長から，留学生に対する心の

こもった送別と激励の言葉があった後，送る側の留学

生代表２名からこれからの前途を祝福するスピーチが

あり，会場は終始和やかな雰囲気に包まれ，本学発信の

国際交流の輪が大きく広がる有意義なひとときとなり

ました。
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開会の挨拶をする遠藤学長

帰国の挨拶をする留学生

平成１５年度外国人留学生

研修修了証書授与式挙行

　本学で学ぶ外国人留学生の平成１５年度研修修了証

書授与式が，３月１５日（月），事務局大会議室において

行われ，３月で本学における研修を修了した中国，韓

国，タイ，ドイツ，ロシア，ウクライナ，ニュージーラ

ンド及びチリの世界８か国からの留学生２７名に対し，

修了証書が授与されました。

　授与式には，留学生，関係学部長並びに指導教官等が

出席し，遠藤学長から出席した７名の留学生一人一人

に修了証書が手渡されました。引き続き，学長から，本

学関係教職員への謝辞とともに，日本の伝統文化に触

れ，多くの友人を得た留学生に対し，帰国後も日本や弘

前の文化を伝えるとともに，弘前大学で学んだ専門知

識を生かし，それぞれの国でリーダーとなり，日本との

国際交流の架け橋として活躍願いたい旨の挨拶があり

ました。

授与式出席の留学生

遠藤学長から修了証書を授与される留学生
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合同企業説明会を開催
講演会「法人化の現状と課題」

を開催

　本学では，２月１３日（金）に合同企業説明会を開催

しました。

　この企画は，昨今の厳しい就職状況を受けて，昨年度

理工学部が他学部に先駆けて本学で初めて実施したも

のです。学生と企業の出会いの場を提供することで，学

生の就職意欲の高揚を図ることを目的としています。

　今回は，各学部の就職対策協議会委員が協議の上，

理工学部とともに人文学部，教育学部，農学生命学部

の４学部で開催しました。

　各学部とも昨年度理工学部で取り入れた，ブース形

式を採用し，学生が興味のある企業を自由に選択でき

るものとしました。

　当日は，４学部合計で製造業，販売業，マスコミな

ど県内外の１７１社の企業が参加し，約４５０名の学生が説

明を受けました。

　なお，合同企業説明会終了後に開かれた懇親会では，

当日参加した企業の採用担当者のうち約１００名のほ

か，遠藤学長をはじめ，４学部の教職員約９０名と併せ

て医学部保健学科教職員数名も参加し，活発に情報交

換が行われ，盛会裏に終了しました。

　２月１８日（水），事務局大会議室において，独立行政

法人国立少年自然の家　松下倶子理事長による講演会

「法人化の現状と課題」が開催されました。

　当日は，学長，副学長及び事務局長をはじめ事務系

職員約５０名が参加し，全国の少年自然の家における状

況，自己評価への取組や今後の課題等について熱心に

聴講しました。

　講演後の質疑応答においても，活発な意見交換が行

われました。
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熱心に説明を受ける学生

懇親会で挨拶する遠藤学長

講演する松下講師
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　理工学部の研究紀要が，次のとおり刊行されました。

○理工学部

　弘前大学理工学部研究報告第６巻第２号（平成１６年

２月１２日発行）

（Bulletin of the Faculty of Science and Technology，

Hirosaki University）

▼定例評議会

　２月１０日（火）

　　議　題

１ 調査委員会の設置について

２ 法人化関連事項について

　　　　（１）　弘前大学管理運営規則（案）について

　　　　（２）　弘前大学学則（案）について

　　　　（３）　弘前大学大学院学則（案）について

　　　　（４）　弘前大学評価室設置規則（案）につい

て

　　　　（５）　職員の過半数を代表する者の選出手続

き等に関する要項（案）について

３ 「停学」の取扱いに関する申合せ（案）につ

いて

　　報告事項

１ 法人化関連事項について

　　　　（１）　弘前大学職員就業規則別定規程（案）

について

　　　　　　①　弘前大学職員任免規程（案）

　　　　　　②　弘前大学教員の資格，任免及び懲戒

に関する規程（案）

　　　　　　③　弘前大学職員再任用規程（案）

　　　　　　④　弘前大学職員出向及び転籍に関する

規程（案）

　　　　　　⑤　弘前大学職員の休職及び復職に関す

る規程（案）

　　　　　　⑥　弘前大学職員給与規程（案）

　　　　　　⑦　弘前大学役職員倫理規程（案）

　　　　　　⑧　弘前大学職員の育児休業等に関する

規程（案）

　　　　　　⑨　弘前大学職員の介護休業等に関する

規程（案）

　　　　　　⑩　弘前大学における懲戒処分基準（案）
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学 内 紀 要

外 国 出 張

官職 氏 名 渡　航　目　的 目 的 国 期　間

助教授
（人）

羽渕一代 「日本とジャマイカを
対象とした西洋文化受
容とその伝達システム
の文化研究―芸術学・
社会学を中心に」の調
査・研究

ジャマイカ１６. ２.１０
　　～

１６. ２.１７

助教授
（人）

森　樹男 日系多国籍企業の海外
現地法人の経営に関す
る調査

連 合 王 国
ベルギー

王国

１６. ２.２２
　　～

１６. ２.２９

助教授
（人）

松井　太 中央アジア出土ウイグ
ル語・モンゴル語文書
資料の調査研究

トルコ共和国
連 合 王 国

１６. ２.２２
　　～

１６. ３.１５

助教授
（教）

佐藤光輝 文部科学省在外研究員
として英国におけるデ
ジタルメディアを活用
した美術科教育に関す
る研究をするため

連 合 王 国 １６. ３. １
　　～

１７. ２. １

教　授
（教）

加藤陽治 海外の大学の調査研
究・視察のため

中華人民
共和国

１６. ３.１５
　　～

１６. ３.２１

教　授
（教）

浅野　清 海外の大学の調査研
究・視察のため

カ ナ ダ
アメリカ

合衆国

１６. ３.１７
　　～

１６. ３.２７

教　授
（教）

大高明史 「中央カリマンタンに
おける水界生態系の機
能」に関する研究打ち
合わせ及び現地調査

インドネシア
共和国

１６. ３.１８
　　～

１６. ３.２８

助教授
（教）

戸塚　学 学術国際振興基金助成
事業による共同研究の
ため

アメリカ
合衆国

１６. ３.２１
　　～

１６. ３.３０

教　授
（医）

宮越順二 BEMS（生体と電磁波
国際学会）及び Board 
Meeting（理事会）出席

アメリカ
合衆国

１６. ２. ４
　　～

１６. ２. ９

助　手
（病）

下山　克 韓国―日本合同ヘリコ
バクター学会での講演
のため

大 韓 民 国１６. ２.２０
　　～

１６. ２.２２

官職 氏 名 渡　航　目　的 目 的 国 期　間

助　手
（病）

山下　建 熱傷・創傷治癒シンポ
ジウム出席及び研究資
料収集

アメリカ
合衆国

（ハワイ）

１６. ２.２２
　　～

１６. ２.２８

医　員
（病）

山内　誠 研究資料収集 アメリカ
合衆国

（ハワイ）

１６. ２.２２
　　～

１６. ２.２８

助教授
（理工）

丹波澄雄 TRITION BUOYにて
海洋観測データを収集
するため

オーストラリア１６. ２.１８
　　～

１６. ３.２３

諸　　会　　議
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　　　　　　⑪　弘前大学労働災害補償規程（案）

　　　　　　⑫　弘前大学職員退職手当規程（案）

　　　　　　⑬　弘前大学職員勤務評定実施規程（案）

　　　　　　⑭　弘前大学職員のハラスメントの防止

等に関する規程（案）

　　　　　　⑮　弘前大学職員勤務時間，休暇等に関

する規程（案）

　　　　　　⑯　弘前大学教員の懲戒等の審査に関す

る規程（案）

　　　　　　⑰　弘前大学大学院修学休業規程（案）

　　　　　　⑱　弘前大学安全衛生管理規定（案）

　　　　（２）　労使協定書（案）について

　　　　　　①　賃金の一部控除に関する協定書（案）

　　　　　　②　育児・介護休業適用除外に関する協

定書（案）

　　　　　　③　変形労働制に関する協定書（案）

　　　　　　④　裁量労働制に関する協定書（案）

　　　　　　⑤　時間外労働，休日労働に関する協定

書（案）

　　　　　　⑥　一斉休憩の適用除外に関する協定書

（案）

２ 総合情報処理センター長等の選考について

３ 教官人事報告

４ 平成１６年度大学入試センター試験の実施

結果について

５ 平成１６年度入学者選抜個別学力検査入学

志願者数等について

６ 委員会等報告

　　　　（１）　全学教育協議会

　　　　（２）　将来計画委員会・国立大学法人化委員

会合同委員会

　　　　（３）　自己評価委員会

　　　　（４）　国際交流委員会

　　　　（５）　研究推進委員会

　　　　（６）　学生生活委員会

７ その他

▼臨時全学教育協議会

　２月１０日（火）

　　議　題

１ 弘前大学学生担任制（仮称）について

▼全学教育協議会

　２月２４日（火）

　　議　題

１ 弘前大学２１世紀教育履修規則の一部改正

について

２ 弘前大学国際交流科目履修規則の一部改正

について

３ 平成１６年度「国際交流科目・英語による授

業」開講に伴う学外非常勤講師の確保につい

て

４ 平成１６年度「特色ある大学教育支援プログ

ラム」について

５ その他

　　報告事項

１ ２１世紀教育センター運営委員会報告

２ 学部教育委員会各専門委員会報告

　　　　（１）　専門教育専門委員会報告

３ その他

▼研究推進委員会

　２月２７日（金）

　　議　題

１ 弘前大学知的財産ポリシー等について

２ 弘前大学出版会設立案について

３ 特許取得推進経費及び特許取得検討経費に

ついて

４ その他

　　報告事項

１ 各WGからの報告

２ 出版会設立準備会報告

３ その他

▼将来計画委員会・国立大学法人化委員会合同委員会

　３月２日（火）

　　報告事項

１ 組織業務検討委員会報告

２ 人事制度検討委員会報告

３ 財務会計制度検討委員会報告

４ 国立大学協会臨時総会報告

５ 中期目標・中期計画について

６ 弘前大学職員就業規則別定規程（案）につ

いて

　　　　（１）　弘前大学職員兼業規程（案）

　　　　（２）　弘前大学職員永年勤続者表彰規程（案）

　　　　（３）　弘前大学大学院修学休業規程（案）

７ 弘前大学会計規則（案）について

８ 弘前大学会計規則別定規程（案）について

　　　　（１）　弘前大学における会計機関等の事務の

範囲及び職位等に関する規程（案）

　　　　（２）　弘前大学勘定科目設定基準（案）

　　　　（３）　弘前大学予算管理規程（案）

　　　　（４）　弘前大学出納事務取扱規程（案）

　　　　（５）　弘前大学寄附金受入事務取扱規程（案）

　　　　（６）　弘前大学債権管理規程（案）
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　　　　（７）　弘前大学債権管理細則（案）

　　　　（８）　弘前大学固定資産管理事務取扱規程

（案）

　　　　（９）　弘前大学不動産管理規程（案）

　　　　（１０）　弘前大学物品管理規程（案）

　　　　（１１）　弘前大学たな卸資産管理規程（案）

　　　　（１２）　弘前大学契約事務取扱規程（案）

　　　　（１３）　弘前大学政府調達事務取扱規程（案）

　　　　（１４）　弘前大学旅費規程（案）

　　　　（１５）　弘前大学受託研究取扱規程（案）

　　　　（１６）　弘前大学共同研究取扱規程（案）

　　　　（１７）　弘前大学科学研究費補助金経理事務

取扱規程（案）

９ その他

▼入学試験委員会

　２月１２日（木）

　　議　題

１ 平成１６年度入学者選抜個別学力検査の実

施について

２ 平成１６年度帰国子女特別選抜学生募集要

項（秋季入学）（案）について

３ 平成１６年度私費外国人留学生募集要項（秋

季入学）（案）について

４ 平成１８年度入学者選抜方法及び実施教科・

科目等（案）について

５ その他

▼２１世紀教育センター運営委員会

　２月１９日（木）

　　報告事項

１ センター長報告

２ 専門委員会報告

　　　　（１）　教務専門委員会

　　　　（２）　FD・広報専門委員会

　　　　（３）　点検・評価専門委員会

３ 各種委員会報告

４ 科目主任会報告

５ その他の報告

　　審議事項

１ 平成１５年度後期末試験追試験願について

２ 平成１６年度開講計画について

３ 平成１６年度における２１世紀教育科目及び

国際交流科目から共通教育科目への読み替え

表について

４ 平成１６年度非常勤講師による授業計画の

変更について

５ 平成１６年度北東北国立３大学単位互換（集

中授業方式）による派遣科目について

６ 平成１６年度２１世紀教育の運営等に係る経

費について

７ 平成１６年度２１世紀教育授業運営・担当評価

について

８ その他
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齋
さい

　藤
とう

　義
よし

　彦
ひこ

（専攻：近代社会論）

　齋藤人文学部助教授が，平成１６

年３月１日付けで，同学部教授に

発令されました。

人 文 学 部

新任教授紹介
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人　事　異　動

発　令
年月日 現官職（所属） 氏　　　名 異　　　動　　　内　　　容

１６． ３． １ 鷺　坂　将　伸 助手（理工）

［採　　用］

発　令
年月日 現官職（所属） 氏　　　名 異　　　動　　　内　　　容

１６． ３． １ 講　師（医学） 菅　　　世智子 助教授（生セ）

〃 助教授（人文） 齋　藤　義　彦 教　授（人文）

〃 講　師（ 〃 ） 大　橋　忠　宏 助教授（ 〃 ）

［昇　　任］

発　令
年月日 現官職（所属） 氏　　　名 異　　　動　　　内　　　容

１６． ３． １
臨床検査技師
（病院） 鈴　木　　　宏 臨床検査技師（東北大学）

〃
〃

（東北大学） 舛　甚　　　満 〃 （病院）

［転 任］

発　令
年月日 現官職（所属） 氏　　　名 異　　　動　　　内　　　容

１６． ２．１２ 看護師（病院） 須　藤　絵利子 育児休業より

［復　　職］

発　令
年月日 現官職（所属） 氏　　　名 異　　　動　　　内　　　容

１６． ２．１２ 看護師（病院） 田　中　綾　恵 退　職（１６.２.１１限り任期満了）

１６． ２．２９ 薬剤師（ 〃 ） 相　内　玲　子 辞　職

〃 看護師（ 〃 ） 平　原　加奈子 　〃　

［退職・辞職］

主　要　日　誌

２月６日 病院長予備選挙（医学部）

教科主任，科目主任，小論文主任会議

学長オフィスアワー

会計内部監査（事務局）

７日 クリニカル・クラークシップ FD（医学科校

舎）

８日 職員スキー教室・温泉保養（大鰐温泉ス

キー場，国民宿舎おおわに山荘）

９日 入学者選抜選考委員会

運営会議

部長会議・事務協議会法人化対策連絡調整

会議との合同会議

１０日 合格者発表（推薦入学Ⅱ，医学部医学科第

１段階選抜）

生涯学習推進委員会

部局長等会議

評議会

臨時全学教育協議会

１２日 法人化に伴う保健管理問題協議会（保健管
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理センター）

入学試験委員会

２１世紀教育教務専門委員会

事務協議会

１３日 弘前大学医学部学術賞等授賞式（講演発表）

（MCC）

合同企業説明会

公式ホームページ専門委員会

人事制度検討委員会

学生相談研修会

個別学力検査管理運営責任者会議

１６日 平成１６年度岩手大学大学院連合農学研究科

入学者選抜試験等

平成１５年度国立大学医学部長，歯学部長及

び病院長会議（国立オリンピック記念青少年

総合センター）

平成１５年度国立大学医学部附属病院長会

議臨時総会（国立オリンピック記念青少年総

合センター）

第３回大学懇談会（人事院東北事務局）

２１世紀教育 FD・広報専門委員会

大学院地域社会研究科入学試験

大学院地域社会研究科長候補者選挙

運営会議

２１世紀教育点検・評価専門委員会

大学院地域社会研究科委員会

１７日 第１６６回岩手大学大学院連合農学研究科代

議員会（岩手大学）

第４０回岩手大学大学院連合農学研究科委

員会（岩手大学）

特別選抜入学手続（～１８日）

発明委員会

１８日 講演会「法人化の現状と課題」

１９日 病院長選挙

就業規則等に係る医学部・附属病院説明会

学長オフィスアワー

２１世紀教育センター運営委員会

２０日 岩手大学大学院連合農学研究科合格者発表

第５回国際開発協力入門セミナー（仙台エ

クセルホテル東急）

合格者発表（大学院地域社会研究科）

職員宿舎運営委員会

組織業務検討委員会

平成１５年度外国人留学生卒業・修了懇談会

２１世紀教育 FD研修会

２３日 運営会議

生涯学習教育研究センター運営委員会

２４日 全学教育協議会

財務会計制度検討委員会

２５日 臨時東北地区国立学校人事担当課長会議

（東北大学）

平成１５年度青森県高等教育機関図書館協

議会講演会（北里大学）

平成１６年度入学者選抜個別学力試験（前期

日程）

２６日 平成１６年度入学者選抜個別学力試験（前期

日程）

学生表彰

２７日 研究推進委員会

２８日 第４回弘前大学医学部附属病院卒後臨床研

修教育ワークショップ（～２９日　十和田湖ホ

テルアズヴール）

３月１日 国立大学等施設担当部課長連絡会議（東京

大学）

国立大学協会臨時総会（東京ガーデンパレ

ス）

社団法人国立大学協会（仮称）設立総会（東

京ガーデンパレス）

発明委員会

２日 将来計画委員会・国立大学法人化委員会合

同委員会

生涯学習講演会「平和を語る・社会教育を語

る」（MCC）

４日 東北地区留学生課長等連絡協議会（～５日　

仙台市）

５日 平成１５年度東北地区学生指導研究会役員

会（東北大学）

入学者選抜選考委員会

学長オフィスアワー
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主要行事予定

▼事務局

４月２日 国立大学法人弘前大学設置記念式典並びに

旧制官立弘前高等学校外国人教師館移築記念

式典（５０周年記念会館みちのくホール，旧制

官立弘前高等学校外国人教師館前）

▼教育学部

４月７日 平成１６年度弘前大学教育学部附属小学校入

学式

７日 平成１６年度弘前大学教育学部附属養護学校

入学式

７日 平成１６年度弘前大学教育学部附属中学校入
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弘前大学学報　第６１４号

　　　　編 集 発 行
弘前大学総務部総務課
036-8560　弘前市文京町１

電話（0172）36―２１１１

学式

１２日 平成１６年度弘前大学教育学部附属幼稚園入

園式

▼医学部

４月１９日 全国医学部長病院長会議「東北・北海道」ブ

ロック会議（山形大学）

▼農学生命科学部

４月７日 平成１６年度岩手大学大学院連合農学研究科

入学式（岩手県民会館）

７日 第１６７回岩手大学大学院連合農学研究科代

議員会（SCS）

▼附属図書館

４月２２日 第３５回国立大学図書館東北地区協議会総

会（仙台ガーデンパレス）

訃 報

　本学名誉教授望月武雄氏には，平成１６

年２月２７日午前１１時５０分御逝去されま

した。

　　享年　９５歳

　ここに，謹んで哀悼の意を表し，御冥

福をお祈りいたします。
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